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The modulation transfer function (MTF) of radiography images is one of important index to evaluate the 
resolution property of digital radiography systems. A lot of methods for measurement of MTF has been 
developed to measure more precisely and easily.  
In this study, we propose novel methodology for measurement of the presampling MTF utilizing composite 
line spread function (LSF). First, the X-ray slit image was made by exposing the slit with 10μm aperture on a 
imaging plate. Using the composite LSF, we eliminated the truncation error by means of making the sampling 
intervals smaller. Next, we obtained the composed LSF from the X-ray slit images. Finally, we calculated the 
presampling MTF of computed radiography system and compared with the film-screeen system as analog 
systems obtained from a literature. 
The presampling MTF measured by our proposed methods was agreed with previous study reported by 
Matsuo et al. Moreover, in comparing to analog system, it was indicated that our method was able to measure 















 OTF とは PSF（point spread function）の二次元
フーリエ変換を行った結果で、空間周波数領域におけ
る信号伝達関数（レスポンス関数）を表す。OTF は、複




















は、矩形波レスポンス関数（square wave response 
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 ・富士フィルム社製 IP（imaging plate） 四つ
切サイズ  
  マトリックスサイズ 1670×2010 ピクセルサ
イズ 150μm 






















行った。条件は、X 線管—IP 間距離を 100cm、管電圧
60kVp、管電流 500mA を一定とし、露光時間を段階的に
変化させた。 













図 1 ディジタル特性曲線 
 
 
図 2 相対露光量とディジタル値の関係 
 
2.2. X 線スリットの撮影 





















こで、本論文では 10μm 幅のスリットを用いた。 
 
 
(a) X 線曝射条件 
 
(b) X 線スリット撮影の実験配置とスリット像 
図 3  実験配置とスリット像 
 
撮影時の配置を（図 3a）に示す。四切 IP の上に後
方散乱を防ぐための薄い発泡スチロールを置き、その
上にスリットを配置した。この際、スリットの開口部
を IP の読み取り方向に垂直から 2～3 度斜めにするよ
うに配置した。撮影されたスリット像を（図 3b）に示
す。撮影条件は管電圧 85kVp、500mA、200ms、X 線管—
IP 間距離 160cm とした。この撮影条件は合成 LSF のピ
ークが最高ディジタル値の 80%程度になるように設定
した。画像読取条件はFIXモードで固定にし、S値200、
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置はダイナミックレンジを L 値で限定して、S 値その
位置を変化させているため、ある線量以下の画素値は
線量が 0でなくても出力を 0に設定するためである。 
 
2.4. 合成 LSF の作成 
 本研究では、さまざまなアライメントで得た LSF
を合成し、実効的にサンプリング間隔を小さくした合











各々の LSF を合成した。 
 
 
図 4 様々なアライメントで得た LSF の合成 
 
2.5. 合成 LSF から MTF を計算 
 光伝達関数 OTF(u)は、線像強度分布(LSF)のフー
リエ変換と定義され、式（1）のように表される(2)。 
   ܱܶܨሺݑሻ ൌ ׬ ܮܵܨሺݔሻ݁ିଶగ௨௫݀ݔஶିஶ  ・・・（1） 
また、式（1）は、オイラーの公式より、 
   ܣ ൌ ݅ܤ ൌ |ܱܶܨሺݑሻ|݁ି௜ఋ௪ 
   ܣ ൌ ׬ ܮܵܨሺݔሻ	ܿ݋ݏ2ߨݑݔ	݀ݔஶିஶ  
   ܤ ൌ ׬ ܮܵܨሺݔሻ	ݏ݅݊2ߨݑݔ	݀ݔஶିஶ  
となり、MTF は OTF（LSF のフーリエ変換）の絶対値
であるため 
   ܯܶܨሺݑሻ ൌ |ܱܶܨሺݑሻ| ൌ √ܣଶ ൅ ܤଶ 








				ܱܶܨሺݑሻ ൌ ଵே∑ ܮܵܨሺ݊ሻ݁ି௜௡௨ሺଶగ/ேሻேିଵ௡ୀ଴ ・・・（2） 
   （u=0,1,・・・・,N-1） 
式（2）を実数部、虚数部で表すと、 
   ܽ ൌ ଵே∑ ܮܵܨሺ݊ሻ cos ቀ
ଶగ௨௡
ே ቁேିଵ௡ୀ଴   
   ܾ ൌ ଵே∑ ܮܵܨሺ݊ሻ sin ቀ
ଶగ௨௡








プリング MTF を図 5 に示す。次に文献の増感紙—フィ
ルム系の MTF(5)との比較を図 6に示す。 







図 5 プリサンプリング MTF の計算結果 
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図 6 フィルム-増感紙系(5)との比較 
 
4. 結語 
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